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今
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
た
紙
の

商
品
券
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
予

算
。

　

今
ま
で
の
１
万
円
が
、
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
スマ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
カ
ー
ド
で

発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

財
源
内
訳

一
般
会
計
繰
入
金

１
億
３
９
６
４
万
８
千
円

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

８
０
０
２
万
円

空
き
店
舗
を
活
用
し
、　　

地
域
の
活
性
化
を
は
か
る

　

こ
の
助
成
金
を
受
け
た
事

業
所
は
、
午
前
６
時
か
ら
午

後
12
時
ま
で
の
間
に
連
続
３

時
間
以
上
、
１
週
間
に
４
日

以
上
の
営
業
が
条
件
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
初
予
算
２
０
０
万
で
は
、
４

事
業
所
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
補
正
予
算
で
は
、
す
で
に

２
事
業
所
が
申
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
定
住
と
町
内
への
移
住

促
進
を
は
か
る

　

町
内
に
賃
貸
住
宅
及
び

立
地
企
業
が
、
従
業
員
宿

舎
を
建
設
す
る
た
め
の
予

算
で
す
。

　

い
ず
れ
も
３
０
０
０
万

円
を
限
度
と
し
て
助
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

補
正
前　

３
０
０
０
万
円

補
正
後　

５
１
３
３
万
６
千
円

実
績
は
４
件
で
補
正
で
は
１
件
の

助
成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

補正予算
補正予算の変更額補正予算の変更額

会　　計　　名 増　　　減 合　　　計合　　　計

一 般 会 計 18 億 9,722 万 1 千円 154 億 4,187 万 4 千円

国民健康保険事業特別会計 122 万 8 千円 18 億 8,704 万 1 千円

介護保険事業特別会計 370 万 9 千円 20 億 1,276 万 9 千円

水 道 事 業 会 計 1,941 万 7 千円 2 億 4,775 万円

公 共 下 水 事 業 会 計 35 万 8 千円 2 億 428 万 5 千円

リ
フ
ォ
ー
ム
で
空
き
家
を
活
用

　

町
内
の
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム

し
て
、
人
口
の
増
加
と
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
は
か
る
た
め
の
予

算
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
か
か
る
費

用
の
50
％
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

最
高
限
度
は
２
０
０
万
円

ま
で
と
な
り
ま
す
。

補
正
前
ま
で
に
14
件
の
助

成
実
績
が
あ
り
ま
す
。

補
正
前　

２
０
０
０
万
円

補
正
後　

２
９
５
０
万
円

ク※

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
店

　

空
き
店
舗
を
改
造
し
、
町
Ｐ
Ｒ

大
使
天て

ん

竺じ
く

鼠ね
ず
み

の
川
原
さ
ん
が
制
作

さ
れ
た
作
品
な
ど
を
展
示
す
る
店

舗
を
つ
く
り
、
街
の
に
ぎ
わ

い
を
は
か
ろ
う
と
す
る
予

算
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

15
億
１
０
０
０
万
円
の
う

ち
ク
ラ
ウ
ド
分
１
０
０
０
万

円
を
補
助
す
る
予
算
で
す
。

助成事業の採択を受けて建設された賃貸住宅

商
品
券
デ
ジ
タ
ル
化

2億1,900万円

2,133万6千円

954万円1,000万円

300万円
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火
山
灰
除
去
・
薬
剤
散
布　

な
ど
機
械
導
入

　

活
動
火
山
な
ど
の
、
降
灰
に
よ

る
作
物
の
被
害
を
防
止
、
軽
減
す

る
た
め
、
被
覆
施
設
や
洗
浄
施
設

の
整
備
を
行
い
、
農
家
の
経
営
安

定
、
地
域
農
業
の
健
全
な

発
展
を
は
か
る
た
め
の
予

算
で
す
。

　

こ
の
予
算
の
50
％
が
国
、

15
％
が
県
の
補
助
で
、
野
方

生
産
組
合
が
、
採
択
さ
れ
、

ハ
イ
ク
リ
ブ
ー
ム
機
の
導
入

を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
畜
運
搬
車
両　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

消
毒
場
設
置

　

家
畜
が
法
定
伝
染
病
に
指
定
さ

れ
て
い
る
症
状
が
見
ら
れ
た
時
、

飼
養
し
て
い
る
家
畜
を
殺
処
分
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
主
な
伝
染
病
は
、
口
蹄
疫
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
Ｂ
Ｓ

Ｅ
、
豚
熱
な
ど
、
町
内
へ
の

侵
入
、
伝
染
を
予
防
す
る

た
め
に
、農
業
公
社
の
隣
に
、

車
両
消
毒
場
を
建
設
す
る

予
算
で
す
。

８
条
植
え
乗
用
田
植
え
機

　
　
　
　
　
　
　
　

  

導
入

　

農
業
者
が
使
用
す
る
ス
マ
ー
ト

農
業
機
械
等
を
、
レ
ン
タ
ル
・
サ

ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
の
販
売

以
外
の
手
段
に
よ
っ
て
、
農

業
者
に
提
供
す
る
取
り
組

み
や
、
農
業
者
の
行
う
農

作
業
を
代
行
す
る
な
ど
の
、

取
り
組
み
を
す
る
こ
と
を

要
件
と
し
て
国
か
ら
50
％

が
助
成
さ
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
地
場
産
品

　
　

  

製
造
事
業
者
を
支
援

　

町
内
で
地
場
産
品
を
製
造
、
製

品
の
付
加
価
値
を
高
め
よ
う
と
す

る
企
業
店
舗
に
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
仕
組
み
を
活
用
し
た
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
調
達
し

た
資
金
を
補
助
金
と
す
る
事
業
で

す
。

対
象
補
助
事
業
は
、

・
都
食
品

・
千
歳
う
な
ぎ

・
も
ん
ち
ゃ
ん

・
神
楽
坂
50
番

　

4
企
業
の
総
目
標
額
は
合
計

６
６
０
２
万
円
で
個
々
の
目
標
達

成
額
に
応
じ
、
50
％
～
１
０
０
％

の
範
囲
で
補
助
さ
れ
ま
す
。

2,400万円

1,187万7千円

消毒場設置予定地

導入予定の DSA-2000C

導入予定の８条田植え機 YR8DA 222万3千円

6,602万円

※
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は

　

�　
「
何
か
を
実
現
し
た
い
」
と
計
画
を

持
っ
た
人
や
会
社
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
計
画
を
掲
載
し
て
、
不
特
定

多
数
の
人
に
寄
付
・
購
入
・
金
融
と

い
っ
た
形
で
金
銭
的
に
支
援
を
し
て

も
ら
い
、
発
案
者
は
そ
れ
で
得
た
金

銭
を
使
っ
て
計
画
を
実
現
す
る
。
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大
崎
町
選
挙
管
理
委
員
会
及
び
同
補
充
員
に
、
次
の
方
々
が
新
し
く
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

令
和
７
年
10
月
29
日
か
ら
令
和
11
年
10
月
28
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

同
補
充
員

選
挙
管
理
委
員
会
・
同
補
充
員
決
ま
る

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
の
役
割

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
は
、
委

員
数
が
４
人
で
、
任
期
は
４
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。
選
挙
権
を
持
っ

て
い
る
人
で
、
人
格
が
高
潔
、
政

治
及
び
選
挙
に
公
正
な
識
見
を
持

つ
人
の
う
ち
か
ら
、
議
会
の
議
員

に
よ
る
選
挙
で
選
ば
れ
ま
す
。

　

選
挙
が
公
明
か
つ
適
正
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

し
て
選
挙
人
（
有
権
者
）
の
政
治

常
識
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
や
、

投
票
の
方
法
、
選
挙
違
反
な
ど
選

挙
に
つ
い
て
必
要
と
認
め
る
事
項

を
選
挙
人
へ
の
周
知
を
は
か
る
こ

と
な
ど
の
職
務
を
行
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
委
員
が
万
が
一
欠

け
た
場
合
に
備
え
て
、
委
員
と
同

数
の
補
充
員
を
同
様
に
選
ぶ
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

議案審議９月定例会

氏
名　

坂
元
千
津
子 

氏
（
74
歳
）

住
所　

大
崎
町
菱
田

（再任）
氏
名　

肥
後　

修 
氏　

  （
68
歳
）

住
所　

大
崎
町
野
方

（新任）
氏
名　

上
原　

正
一 

氏
（
73
歳
）

住
所　

大
崎
町
永
吉

（新任）
氏
名　

藤
井　

満 

氏　

  （
67
歳
）

住
所　

大
崎
町
持
留

（新任）

氏
名　

上
村　

雅
彦 

氏
（
64
歳
）

住
所　

大
崎
町
益
丸

（新任）
氏
名　

領
家　

勇
一 

氏
（
60
歳
）

住
所　

大
崎
町
菱
田

（新任）
氏
名　

原
田　

忍 

氏　

  （
70
歳
）

住
所　

大
崎
町
菱
田

（新任）
氏
名　

中
倉　

勇 

氏　

  （
77
歳
）

住
所　

大
崎
町
永
吉

（再任）

人 事 案 件
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議案等
の番号 件　　　　　　　名

賛 否 の 意 思 表 示
藤
田
香
澄

草
原
正
和

岡
元
修
一

富
重
幸
博

児
玉
孝
德

稲
留
光
晴

神
﨑
文
男

宮
本
昭
一

中
山
美
幸

中
倉
広
文

鷲
東
慎
一

吉
原
信
雄

陳 情 １ 消費税率５％以下への引き下げとインボイス制度の廃止を求める陳情 ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 ● ● ―

陳 情 ２ 企業立地雇用促進補助金の対象業種から小売業等を
除外することを求める陳情書 ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ―

令和７年第３回定例会に提案された議案と結果 
◎全会一致で可決されたもの

議案等
の番号 件　　　　　　　名 議決結果

報告３ 請願書に対する処理の経過及び結果の報告について ―
議案 34 土地の処分について ◎
議案 35 町有財産（建物）の無償譲渡について ◎

議案 36 大崎町議会議員及び大崎町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部を改正する条例の制定について ◎

議案 37 大崎町特別会計条例の一部を改正する条例の制定について ◎
議案 38 令和７年度大崎町一般会計補正予算（第３号） ◎
議案 39 令和７年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） ◎
議案 40 令和７年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） ◎
議案 41 令和７年度大崎町水道事業会計補正予算（第１号） ◎
議案 42 令和７年度大崎町公共下水道事業会計補正予算（第１号） ◎
議案 43 令和７年度オオサキポイント事業特別会計予算 ◎
議案 44 菱田中学校跡地残置物撤去等工事請負契約の締結について ◎
議案 45 中央分団消防詰所新築工事請負契約の締結について ◎
議案 46 大崎町立小中学校ＧＩＧＡスクール構想第２期対応端末の購入契約の締結について ◎
議案 47 大崎町総合体育館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について ◎

議案 48 大崎町水道事業給水条例及び大崎町公共下水道条例の一部を改正する条例の制定について ◎

議案 49 地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正等に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について ◎

陳情１ 消費税率５％以下への引き下げとインボイス制度の廃止を求める陳情 不採択

陳情２ 企業立地雇用促進補助金の対象業種から小売業等を除外することを求める陳情書 不採択

陳情３ 町長の退職手当の廃止を求める陳情書 不採択

報告４ 令和６年度大崎町健全化判断比率の報告について ―

報告５ 令和６年度大崎町資金不足比率の報告について ―

諮問１ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ◎

諮問２ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ◎

選挙７ 大崎町選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙について ◎

発議１ 大崎町議会議員定数条例の一部を改正する条例の提出について ◎

賛否が分かれた議案 採択することに、賛成○、反対●
※議長（吉原信雄）は表決に加わらない

○　おおさき議会だよりNo.1775



一  般  質  問一  般  質  問

児
こ

　玉
だま

　孝
たか

　德
のり

　議員
・児童生徒の学力向上について Ｐ９

鷲
わし

　東
とう

　慎
しん

　一
いち

　議員
・東町政６期 24年の総括について
・�６期目の公約の結果と達成度合い及び町長の
認識について

・�今後の町政に対する期待や取り組んでほしい
政策、施策を示せ

Ｐ８

稲
いな

　留
どめ

　光
みつ

　晴
はる

　議員
・本町の転入促進策について
・国保税について
・介護保険について

Ｐ７

３
議
員
が
登
壇

　

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

問い合せ先：大崎町議会事務局　TEL ０９９－４７６－１１１１（内線　310・311）

一般質問とは
　町長などの執行
機関に対し、業務
の執行状況や将来
の方針などについ
て議員個人として
政策論争を行うも
のです。

二次元コード※をスマホ等で読み込むと
各議員の一般質問を視聴できます。
※�バーコードを拡張するために開発された二次元
コードは、端末を使って簡単にコードを読み取る
ことができます。
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問 

転
入
者
を
増
や
し
て
い

く
施
策
で
住
宅
取
得
補
助
金

が
あ
る
が
、
人
口
増
は
何
人

か
。

77
人
の
増
で
あ
る

答 

町
長　
令
和
５
年
度
、
６

年
度
は
旧
制
度
の
環
境
配
慮

型
定
住
住
宅
取
得
補
助
金
制

度
で
、
７
年
度
か
ら
は
新
し

い
制
度
と
な
り
、
現
在
ま
で

２
年
６
カ
月
合
計
で
77
人
の

人
口
増
と
な
って
い
る
。

引
越
し
祝
い
金
は
令
和
７
年

度
か
ら
い
く
ら
に
な
る
か

問 

旧
制
度
で
は
町
内
転
居

が
５
万
円
、
町
外
か
ら
は

10
万
円
で
あ
っ
た
が
新
制
度

で
は
ど
う
な
る
か
。

旧
制
度
よ
り
増
額
し
た

答 

企
画
政
策
課
長　

中
古

住
宅
取
得
、
ま
た
は
新
築
が

条
件
で
あ
り
、
町
内
転
居
は

25
万
円
、
町
外
か
ら
は
50
万

円
の
祝
い
金
と
な
る
。

国
保
税
の
過
去
３
年
間
の

納
入
状
況
は
ど
う
か

問 

令
和
５
年
度
か
ら
国
保

税
算
定
方
式
が
、
４
方
式
か

ら
３
方
式
に
移
行
と
な
っ
た

が
、
現
在
ま
で
の
保
険
税
納

入
状
況
は
ど
う
か
。

収
入
率
は
目
標
に
届
い
て

い
な
い
状
況
で
あ
る

答 
町
長　

全
体
的
に
収
入

済
額
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

収
入
率
は
目
標
に
届
い
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。

介
護
保
険
持
続
97
％
危
惧

と
の
報
道
記
事
へ
の
認
識
は

問 

南
日
本
新
聞
８
月
31
日

付
け
の
記
事
で
、
全
国
自
治

体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
共
同
通

信
社
が
行
っ
た
結
果
「
介
護

保
険
持
続
97
％
危
惧
」
と
あ

る
が
、
本
町
で
は
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ど
う
答
え
た
の
か
。

容
易
に
回
答
す
べ
き
で
な
い

た
め
控
え
た

答 

町
長　

介
護
事
業
所
の

撤
退
も
危
惧
さ
れ
る
が
、
す

で
に
小
規
模
多
機
能
型
の
介

護
事
業
所
が
、
昨
年
度
閉

鎖
し
て
お
り
、
公
費
保
険
料
、

利
用
者
負
担
の
い
ず
れ
か
の

引
き
上
げ
に
関
す
る
質
問
に

つ
い
て
は
、
容
易
に
回
答
す
べ

き
で
は
な
い
と
感
じ
た
た
め

回
答
を
控
え
た
。

は
っ
き
り
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
る
べ
き
で
は
な
い
か

問 

84
％
の
自
治
体
の
長
が

国
の
負
担
引
き
上
げ
を
求
め

て
い
る
。
は
っ
き
り
と
答
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
時
点
で
は
判
断
が
で
き

な
か
っ
た

答 

保
健
福
祉
課
長　
公
費
、

保
険
料
、
利
用
者
負
担
と
い

う
こ
と
で
、
我
々
の
税
金
に

関
係
す
る
の
で
、
現
時
点
で

は
判
断
が
で
き
な
か
っ
た
。

転
入
促
進
策
で
人
口
増
加
数
は

令
和
５
年
度
か
ら
77
人
の
増
で
あ
る

稲
い な

留
ど め

　光
み つ

晴
は る

 議員

定住住宅取得補助金の実績状況（令和7年9月10日現在）

年度 実績（件） 転入（件） 人口増加
（人）

15歳未満（人）
（人口増加数に含む）

令和5年度 33 13 40 18

令和6年度 35 8 22 7

令和7年度 15 5 15 5

計 83 26 77 30

国民健康保険税 納入状況
年　度 調定額 収入済額 収入率 収入未済額

令和 5 年度 2億5,469万
2,000円

2億4,432万
9,876円 95.9% 1,029万

3,424円

令和 6 年度 2億3,101万
1,150円

2億1,959万
2,224円 95.0% 1,141万

8,926円

令和 7 年度 
（8 月末現在）

2億4,920万
8,360円

9,533万
6,286円 38.3% 1億5,387万

2,074円
※令和 5 年度の収入未済額は、不能欠損額を差し引いた額である。

○　おおさき議会だよりNo.1777



問 

平
成
13
年
の
当
選
以
来
、

町
長
と
し
て
の
６
期
24
年
の

政
策
総
括
を
問
う
。

公
約
実
現
と
環
境
変
化
へ

の
対
応
を
両
立

答 

町
長　
「
住
民
が
住
み
続

け
た
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
軸

に
公
約
実
現
と
時
代
の
変
化

へ
の
対
応
を
両
立
、
市
町
村

合
併
で
は
単
独
を
選
択
し
財

政
難
の
中
、
行
財
政
改
革
と
、

ふ
る
さ
と
納
税
等
に
よ
る
自

主
財
源
大
で
克
服
し
た
。

主
要
政
策
の
成
果

・�

経
済
雇
用　

金
型
企
業
誘

致
地
元
企
業
支
援
で
雇
用

促
進

・�
教
育
子
育
て　

小
中
学
校

の
修
繕
、
校
舎
改
修
、
乳

幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
医

療
費
、
給
食
費
無
償
化

・�

防
災
対
策　

避
難
所
備
品

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た

情
報
伝
達
体
制
整
備
、
東

日
本
大
震
災
支
援
を
通
じ

た
職
員
の
防
災
意
識
向
上

・�

イ
ン
フ
ラ
整
備　

野
方
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
新
設
、

道
の
駅
野
方
あ
ら
さ
の
整

備
・�

リ
サ
イ
ク
ル
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
率
16

回
日
本
一
、
紙
お
む
つ
再

資
源
化
開
始
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
協
議
会
設
立
で
企
業
、

大
学
連
携
を
強
化

・�

ふ
る
さ
と
納
税　

平
成
27

年
度
６
万
３
千
件
（
27
億

円
）
か
ら
令
和
６
年
度

32
万
４
千
件
（
55
億
円
）

に
拡
大

６
期
目
公
約
の
達
成
状
況
は

問 

６
期
目
の
公
約
の
結
果
、

達
成
度
合
い
の
認
識
及
び
課

題
等
を
問
う
。

お
お
む
ね
達
成
で
き
た

答 

町
長　

４
本
の
柱
を
掲

げ
、
お
お
む
ね
達
成
で
き
た
。

①
農
業
振
興　

ほ
場
整
備
・

農
業
公
社
設
立
・
有
害
鳥
獣

対
策

②
教
育
環
境　

国
際
交
流
協

定
締
結
（
台
湾
）、
学
力
支

援
セ
ミ
ナ
ー
実
施

③
移
住
定
住　

空
き
家
バ
ン

ク
・
住
宅
補
助
制
度
で
若
年

層
誘
致

④
健
康
施
策　

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
・
健
康
ア
プ
リ
導
入
、

課
題
と
し
て
、
生
涯
学
習
の

施
設
の
多
様
化
不
足
、
中
央

公
民
館
の
耐
震
性
問
題

次
の
町
長
に
期
待
す
る
こ

と
は
何
か

問 

次
の
町
長
・
町
政
に
つ

い
て
期
待
す
る
こ
と
や
引
き

継
い
で
ほ
し
い
施
策
や
残
さ

れ
た
課
題
等
を
問
う
。

財
政
健
全
化
の
維
持
や　

デ
ジ
タ
ル
化
推
進

答 

町
長　

次
期
町
長
へ
の

要
望
と
し
て
、
財
政
健
全
化

の
維
持
・
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

な
ど
、
意
欲
あ
る
若
者
に
託

し
た
い
。

　

重
点
分
野
と
し
て
、
農
業

基
盤
整
備
・
有
機
農
業
推
進

・
リ
サ
イ
ク
ル
施
策
の
国
際

発
信
・
災
害
に
強
い
財
政
基

盤
の
維
持
な
ど
、
24
年
間
で

財
政
自
立
・
リ
サ
イ
ク
ル
先

進
自
治
体
と
し
て
の
地
位
を

確
立
し
た
。
次
期
町
政
で
は

持
続
可
能
な
農
業
・
デ
ジ
タ

ル
化
や
若
年
層
参
画
が
カ
ギ

と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

東
町
政
６
期
24
年
の
政
策
総
括
は

住
民
が
住
み
続
け
た
い

ま
ち
づ
く
り
を
軸
に
公
約
実
現

鷲
わ し

東
と う

　慎
し ん

一
い ち

 議員

2014 年 12 月に整備された道の駅 野方あらさの2014 年 12 月に整備された道の駅 野方あらさの

整備が進められるほ場（益丸地区）整備が進められるほ場（益丸地区）
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問 

少
子
化
で
同
学
年
が
競

い
合
う
機
会
が
限
ら
れ
る
と

感
じ
る
。
学
力
学
習
状
況
調

査
で
は
国
県
の
平
均
を
下
ま

わ
っ
て
い
る
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

演
習
問
題
へ
の
取
り
組
み
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
く

答 

教
育
長　

本
町
の
子
ど

も
は
、
長
い
文
章
を
読
み
込

め
ず
解
答
で
き
な
い
、
記
述

式
の
正
答
率
が
低
い
状
況
で

あ
る
。
演
習
問
題
の
取
り
組

み
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
家
庭
学

習
の
取
り
組
み
を
進
め
、
地

域
の
協
力
も
得
な
が
ら
学
力

向
上
を
は
か
っ
て
い
く
。

子
ど
も
の
安
全
対
策
を

問 

最
近
の
異
常
気
象
に
よ

り
気
温
が
高
く
熱
中
症
で
倒

れ
た
話
や
、
イ
ノ
シ
シ
の
被

害
な
ど
聞
く
が
、
本
町
の
子

ど
も
の
学
校
生
活
、
通
学
や

課
外
活
動
時
な
ど
の
安
全
は

確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

地
域
と
連
携
し
指
導
点
検

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る

答 

教
育
長　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地

域
と
連
携
し
、
朝
の
立
哨
指

導
、
通
学
路
の
点
検
、
放
課

後
の
校
外
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を

行
っ
て
い
る
。
熱
中
症
予
防

で
は
指
導
者
に
研
修
会
や
通

知
文
に
よ
り
対
策
な
ど
啓
発

し
て
い
る
。

学
校
と
地
域
の
連
携
は
で
き

て
い
る
の
か

問 

地
域
を
生
か
し
た
豊
か

な
学
び
の
創
出
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
地
域
へ
の
愛
着

を
育
み
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
育
成
す
る
こ
と
が

重
要
だ
が
、
連
携
は
で
き
て

い
る
の
か
。

地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く

答 

教
育
長　

学
校
運
営
協

議
会
と
地
域
学
校
協
働
活
動

を
一
体
的
に
推
進
し
、
地
域

と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
。

幼
保
小
中
の
教
育
は
連
携
が

と
ら
れ
て
い
る
の
か

問 

保
育
園
な
ど
の
熱
心
な

学
力
向
上
の
取
り
組
み
で
、

小
学
入
学
時
に
格
差
が
見
ら

れ
、
先
生
か
ら
苦
慮
し
て
い

る
と
聞
く
。
ま
た
学
校
間
で

の
格
差
も
あ
る
の
で
は
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

幼
児
指
導
要
録
で
能
力
を

把
握
し
指
導
し
て
い
る

答 

教
育
長　
小
学
校
で
は
、

幼
稚
園
、
保
育
園
と
の
連
携

を
は
か
り
、
子
ど
も
の
実
態

把
握
に
努
め
て
い
る
。
子
ど

も
を
伸
ば
す
取
り
組
み
を
し

て
い
る
学
校
が
あ
れ
ば
、
情

報
を
共
有
し
能
力
を
伸
ば
し

て
い
く
。

子
ど
も
の
人
間
関
係
に
つ
い

て
問
題
は
な
い
か

問 

子
ど
も
の
人
間
関
係
に

お
い
て
、
い
じ
め
な
ど
は
な

い
の
か
、
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
の
か
。

い
じ
め
は
あ
る
が
些さ

細さ
い

な
こ
と

も
解
決
す
る
よ
う
に
し
て
い
る

答 

教
育
長　

子
ど
も
の
サ

イ
ン
に
気
づ
く
取
り
組
み
や
、

些
細
な
こ
と
も
解
決
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
ま
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
情
報
モ
ラ
ル
の
学
習
や

講
演
会
な
ど
行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
学
力
向
上
と
安
全
対
策
を

地
域
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
る

児
こ

玉
だ ま

　孝
た か

德
の り

 議員

ICT（情報通信技術）を活用した授業ICT（情報通信技術）を活用した授業

地域学校協働活動地域学校協働活動
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町内事務調査

総 務 厚 生 常 任 委 員 会
閉会中の町内事務調査において、次の施設工事等の７件を調査しました。

　この設備では、マイナンバーカード等の
情報を活用して、申請書の作成支援を行っ
ていますが、さらなる住民サービスの向上
をはかるため、ワンストップ申請ができる
ような仕組みづくりを検討するよう要望し
ました。

申請書記入サポートシステム導入事業申請書記入サポートシステム導入事業

478万円

　野方・持留・大丸・中沖分団詰所の４箇所
にエアコンを設置したもので、今回、中沖
分団詰所を調査しましたが、エアコンは入
札の公平性をはかるため、メーカー型式指
定で入札が行われていたことを確認しまし
た。

消防団詰所壁掛エアコン購入消防団詰所壁掛エアコン購入

297万円

　令和６年８月８日に発生した日向灘沖地
震により被災したもので、工事内容は敷地
内の土間コンクリートの打ち直しや外周コ
ンクリートブロック塀の補修、屋外給水管
漏水修繕、外壁のひび割れ補修であり、現
地において復旧状況を確認しました。

中央分団詰所災害復旧工事中央分団詰所災害復旧工事

687万９千円

　住民サービスの利便性の向上をはかるた
め、庁舎１階の税務課及び町民課の窓口に
ローカウンターを設置しているが、保健福
祉課や建設課にも設置しないのかとの問い
に対し、要望があれば検討していくという
回答が得られました。

庁舎窓口用カウンター設置庁舎窓口用カウンター設置

385万円

7月２日（水）

委員会活動　レポート

・旧明日葉加工場災害復旧修繕（2,669万7千円）
・交通安全施設工事（300万円）
・集草機付乗用芝刈機購入（103万1千円）
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町内事務調査 委員会活動　レポート

文 教 経 済 常 任 委 員 会
閉会中の町内事務調査において、次の施設工事等の 10 件を調査しました。

７月11日（金）

・大崎小学校図書室他雨漏修繕（335万5千円）
・大崎中学校１・２年校舎屋上防水改修工事（1,877万8千円）
・大丸小学校特別教室等空調設備設置工事（1,622万5千円）　ほか

　中学校武道館の一室にシャワー設備を設置
したものでしたが、奥行きが少し狭く感じら
れました。今後は既製品にとらわれず、利用
者にとってどのようなものが適しているかを
考慮し、設計・施工されるよう要望しました。

大崎中学校シャワー設備設置工事大崎中学校シャワー設備設置工事

237万６千円

　既存の床面を研磨し、その上に屋内スポー
ツ用塩ビシートを張り付けたものでした。
今後、同様の工事がある場合は、シートの
継ぎ目がコートの中心にこないよう配慮し
た施工をされるよう要望しました。

大丸小学校屋内運動場床修繕工事大丸小学校屋内運動場床修繕工事

1,856万8千円

　道路側溝や大きな桝に歩行者が転落する
可能性がある箇所が見受けられましたが、
今年度中にガードパイプを設置予定とのこ
とでした。今後は工事設計段階で十分検討
し、安全対策を講じるよう要望しました。

永吉菱田線道路改良工事永吉菱田線道路改良工事

3,000万円

　工事内容は、Ｌ型水路やＢＯＸカルバー
ト敷設が主なものでした。このような排水
路は集中豪雨などの水害に対して有効な対
策であるため、今後も範囲を拡大して工事
を進められるよう要望しました。

神領池尻２地区排水路工事神領池尻２地区排水路工事

3,163万１千円
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議員と語る会申込書

グループの
住所・名称

住　　　　　所

大崎町

名　　　　　称

代表者・電話番号

希望日時

第１希望日時
令和　　年　　月　　日（　　）

　　時　　分　～
第２希望日時

令和　　年　　月　　日（　　）
　　時　　分　～

希望会場

参加予定
人数

切
り
取
り
線

議員と語
る会

議員と語
る会

・開催日時　令和８年２月末日まで

・開催場所　�申込書に記載された希望場
所を基に、協議のうえ決定

・応募方法　�右記の申込書に記入のうえ、
官製ハガキの裏面へ貼り付
けてご提出ください

※今後、全町民を対象にした語る会も開催予定です。

スマートフォンなどで二次元コード
を読み取り、入力フォームから申し
込むことも可能です。

共にまちづくりを共にまちづくりを
考えませんか考えませんか
意見交換を行う意見交換を行う
グループを募集!グループを募集!

⬅

海洋ごみ専用の収集所「Ｂ＆Ｇ拾い箱」のお披露目式海洋ごみ専用の収集所「Ｂ＆Ｇ拾い箱」のお披露目式
　10月19日（日）、コンテナ型のごみ収集所「拾
い箱」のお披露目式が大丸地区農業構造改善セ
ンター駐車場内で行われました。
　この「拾い箱」は、海岸を訪れた誰もが漂着
ごみを回収できる環境を整え、海洋環境保全活
動の推進をはかる目的で設置されたもので、この

日は例年開催されている「くにの松原クリーン大
作戦」に合わせて行われました。
　「拾い箱」の側面には、大丸小学校児童 50名
のそれぞれがデザインしたイラストが描かれてい
ますので、近くにお立ち寄りの際は、ぜひご覧く
ださい。
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P ick UpP ick Up

中
倉
議
員

　

㈲
大
崎
農
園
は
設
立
し
て
今

年
で
何
年
目
に
な
り
ま
す
か
？

山
下
社
長

　

２
０
０
２
年
に
法
人
化
し
た
の

で
、
今
年
で
23
年
目
に
な
り
ま

す
。

中
倉
議
員

　

現
在
生
産
し
て
い
る
野
菜
の

品
目
と
作
付
面
積
は
？

山
下
社
長

　

メ
イ
ン
で
栽
培
し
て
い
る
の
は

青
首
大
根
で
、
こ
の
ほ
か
に
葉
ネ

ギ
、
切
り
干
し
大
根
、
サ
ツ
マ
イ

モ
を
生
産
し
て
お
り
、
常
に
品
質

の
向
上
と
栽
培
の
安
定
化
を
は

か
って
い
ま
す
。

　

作
付
面
積
は
大
根
が
１
２
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
葉
ネ
ギ
が
９
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
サ
ツ
マ
イ
モ
が
13
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
って
い
ま
す
。

中
倉
議
員

　

従
業
員
数
は
現
在
何
名
で
す

か
？

山
下
社
長

　

役
員
を
含
め
る
と
現
在
70
名
い

ま
す
。
う
ち
外
国
人
は
32
名
お

り
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
技
能
実
習
生
が

従
事
し
て
い
ま
す
。

中
倉
議
員

　

こ
の
度
、
25
年
度
全
国
優
良

経
営
体
表
彰
の
経
営
改
善
部
門

で
、
最
高
賞
で
あ
る
農
林
水
産

大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
点
が
評
価
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

山
下
社
長

　

農
作
業
な
ど
に
関
す
る
デ
ー
タ

の
収
集
・
検
証
を
徹
底
的
に
行
い
、

経
営
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ（
計
画
、

実
行
、
評
価
、
改
善
）
サ
イ
ク

ル
を
回
し
、
精せ
い

緻ち

な
生
産
管
理

体
制
を
確
立
で
き
た
こ
と
。
ま

た
、
気
象
デ
ー
タ
の
活
用
や
定
期

的
な
土
壌
診
断
に
加
え
、
農
業

機
械
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
を
徹
底
す

る
こ
と
で
、
契
約
販
売
先
へ
の
安

定
供
給
を
実
現
し
た
こ
と
な
ど

が
、
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
倉
議
員

　

今
後
の
目
標
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

山
下
社
長

　

産
地
間
連
携
と
し
て
、
農
繁

期
が
重
な
ら
な
い
北
海
道
の
農
業

法
人
と
業
務
連
携
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
大
崎
農
園
の
ベ
ー
ス
で

あ
る
大
根
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
生
産

は
し
っ
か
り
と
行
い
、
お
客
様
に

選
ば
れ
る
生
産
者
で
あ
り
続
け

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
常
に
情
報
収
集
に
努

め
な
が
ら
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば

何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

◆
山
下
社
長
、
貴
重
な
お
話
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
国
優
良
経
営
体
表
彰
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を

全
国
優
良
経
営
体
表
彰
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
㈲
大
崎
農
園
の
山
下
社
長
に
聞
き
ま
し
た

受
賞
し
た
㈲
大
崎
農
園
の
山
下
社
長
に
聞
き
ま
し
た

常
に
品
質
の
向
上
と
栽
培
の
安
定
化
を

常
に
品
質
の
向
上
と
栽
培
の
安
定
化
を

ALOEVERA 腸活事業ALOEVERA 腸活事業

草草
くさくさ

場場
ばば

　　洋洋
ようよう

平平
へいへい

さん（志布志市有明町出身）さん（志布志市有明町出身）

　　　　　　真真
まま

緋緋
ひひ

呂呂
ろろ

さん（宮崎県国富町出身）さん（宮崎県国富町出身）

佐佐
ささ

藤藤
とうとう

  和和
かずかず

彦彦
ひこひこ

 常務 常務

有限会社大崎農園有限会社大崎農園

中中
なかなか

山山
やまやま

  清清
きよきよ

隆隆
たかたか

 専務 専務山山
やまやま

下下
したした

  義義
よしよし

仁仁
ひとひと

 社長 社長

広報広聴常任委員会広報広聴常任委員会

中中
なかなか

倉倉
くらくら

  広広
ひろひろ

文文
ふみふみ

　　議員議員

出荷前の大根が積まれた冷蔵倉庫

○　おおさき議会だよりNo.17713



町
民
の
広
場

編
　 

集
　 

後
　 

記

発
行
責
任
者

大
崎
町
議
会
議
長　

吉
原　

信
雄

　

秋
が
深
ま
り
、
朝
晩
の
冷
え

込
み
を
一
層
肌
に
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
で
は
、
本
町
が
所

有
す
る
町
有
地
の
活
用
や
、
み

な
さ
ま
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
補

正
予
算
な
ど
、
多
く
の
議
論
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

議
案
に
賛
否
両
論
あ
り
ま
し
た

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
出
し

合
い
、
合
意
に
導
い
て
い
く
過

程
は
、
議
会
の
重
要
な
役
割
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
お
互
い
の
意

見
を
尊
重
し
た
上
で
議
員
間
の

議
論
を
十
分
尽
く
し
、
住
民
の

み
な
さ
ま
に
と
っ
て
、
よ
り
良

い
選
択
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。　　

  （
中
倉
広
文
）

　
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

岡
元　

修
一

　

副
委
員
長　

中
倉　

広
文

　

委　
　

員　

中
山　

美
幸

　

委　
　

員　

宮
本　

昭
一

　

委　
　

員　

神
﨑　

文
男

　

委　
　

員　

稲
留　

光
晴

　

都
会
の
満
員
電
車
で
の

通
学
に
嫌
気
が
さ
し「
田

舎
で
農
業
が
し
た
い
」
と

い
う
想
い
か
ら
、
大
学
卒

業
後
に
埼
玉
県
か
ら
鹿
児

島
県
に
移
住
し
て
き
ま
し

た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
助
け

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
大

崎
町
で
キ
ャ
ベ
ツ
農
家
と

し
て
新
規
就
農
を
し
、
８

年
が
経
ち
ま
し
た
。
様
々

な
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
、

農
家
と
し
て
の
栽
培
技
術

が
身
に
付
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
３
人
の
子
ど
も

に
も
恵
ま
れ
、
の
ど
か
な

環
境
の
中
で
の
び
の
び
と

子
ど
も
を
育
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
20
～
30
年
先

も
農
業
を
続
け
ら
れ
る
の

か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま

す
。
私
が
就
農
し
た
頃
は

大
崎
町
の
イ
メ
ー
ジ
ど
お

り
農
業
が
盛
ん
で
、
農
地

も
取
り
合
う
よ
う
な
状
況

で
し
た
が
、
今
で
は
高
齢

化
や
人
手
不
足
で
耕
作
放

棄
地
が
実
感
と
し
て
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
大
産
地

と
し
て
の
魅
力
が
無
く
な

れ
ば
、
農
家
が
自
信
を
も

っ
て
農
産
物
を
作
る
こ
と

は
難
し
く
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

新
規
就
農
者
を
増
や
し

て
町
を
活
性
化
さ
せ
る
と

い
う
観
点
で
は
、
農
産
物

の
販
売
先
を
斡
旋
し
た
り

優
良
な
農
地
を
優
先
的
に

貸
し
出
す
な
ど
し
て
、
就

農
者
が
安
心
し
て
栽
培
技

術
を
磨
け
る
よ
う
な
環
境

を
作
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

国
や
町
の
金
銭
的
な
補

助
は
あ
り
ま

す
が
、
実
際

に
就
農
し
て

感
じ
た
の
は

販
路
や
優
良

農
地
の
確
保

の
難
し
さ
で

す
。
縁
も
ゆ

か
り
も
な
い

地
域
に
移
住

し
て
き
て
、

地
元
の
方
々

の
信
頼
を
得

る
に
は
時
間

が
か
か
り
ま

す
。
そ
う
し

た
問
題
点
を

大
崎
町
と
し

て
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
け
れ
ば
、
農
業
で

町
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る

移
住
者
が
増
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
就
農

者
が
増
え
る
こ
と
に
期
待

し
な
が
ら
、
今
後
も
妻
と

二
人
で
キ
ャ
ベ
ツ
の
生
産

に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
の
想
い

私
の
想
い

「
移
住
か
ら
定
住
へ
」

キャベツ農家

山
やま

田
だ

　明
あき

史
ふみ

機械化された定植作業機械化された定植作業
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